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〈短報〉

　　　　　長野県飯綱高原における

ヒメザゼンソウの展葉および開花パターン

大塚孝一＊

　Patterns of leaf development and flowering of Symplocarpus nipponicus MAKINO in Iizuna

 Heights, central Japan. Koichi OTSUKA*（Nagano　Nature　ConservatioR　Research　Institute，　Kitago，

Nagano　381…0075，　JapaD）．加〃召伽げ伽！ア～s磁吻Nα！z〃ぞ左ぬご認ノ072加訂～ゆπo唐／z！s，∫勧zs／z〃

こ乃πび61㌻～むノ41：7一一11　（2004）．

　The　leaf　development　and　flowerillg　processes　ofεy〃ψZoごαノψz躍π～〃｝θ7漉〃5“・ere　studied　in亙izulユa

Helghts，　central　Japan．　In　2003，　Ieaves　began　to　develop　ill　mid－April　and　col｝tinued　growing　ul疽11ate

May．　AIUeaves薮nally　w｛tlユered　in　early　sum黙｝er　after　the　appearance　of薩owering（i．e．　spathes）．　The

spathe＄｛n　each　individual　canユe　out　o三、e　after　t1ユe　other　directly　fr（）ln　the　ground　（the　laax童lnum

number　was　three　per　individual）al玉d　co航inued　flowerin慕until　early　Atlgust．　The　duration　of

nowering　siglli負cantly　varied　with　the　indiv｛duals．

はじめに

　1ヨ三三ザゼンソウ属には，ザゼンソウ
＆ソηψJoOα7伽S．痴6！ノ‘／3‘εVar．♂α々∬～ηZ多‘S蕪．　HARA

（Sy11．　Sフ槻⑳加s　ScHOTT　ex　MIQ，），ヒメザゼンソ

ゥS吻汐止～α’sMAKINOおよびナベクラザゼソソ

ウ∫刀α加んz〃π6775∫∫OTSt∫KA　et　K涯NOUi£の3種が

あり，これらの展葉や嗣花などのフェノロジーには

著しい差異のあることが認められている（OTsuKA

6’α♂．2002；大塚2002）。そこで本稿ではまず，日

本産ザゼンソウ属3種の生活史の比較検討のための

基礎資料としてヒメザゼソソウについて取り上げる。

　ヒメザゼンソウは，帯状心形から卵助長楕円形の

細長い葉身と小さな骨炎苞を有し，展葉後，葉が枯

れ始める頃の初夏から夏に開花し，果実（複写）は

翌年に熟す（大塚2002）。中村（1988）の観察によ

ると，ヒメザゼンソウの葉は雪解け後すみやかに展

開し，6月中旬には黄変し始め，7月上句には枯死

するとされる。また，全般苞は高話6月下旬から7

月上’旬にかけて現れるが，8周上旬に観察されるこ

ともある。しかしながら，本種の展葉や開花にみら

れる詳細なパターンに関してはほとんどわかってい

ない。本研究では，ヒメザゼンソウの葉や花の発達

過程を観察し，それらのパターンを明らかにするこ

とを鼠的とした。
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調査地と方法

　調査は，長野県長野市飯綱高原にある長野県自然

保護研究所敷地内（海抜990m，図1）で行った。

調査を行ったヒメザゼンソウの個体群は，東南斜面

に立地する林野約45年のカラマツゐα癬／碗。砂露

入工林内に生育する。林内には沢が流れ，また，4

月上句から申句にかけては融雪に伴う水流がいたる

ところに現れる。高木1蕾はカラマツが優属するが，

亜高木層を欠く林分である。低木1麹こは，ケナシヤ

ブデマリ梶ろz‘γ7％〃7z！併7z672’osz〃ηvar．4励耀ηz，カ

ンボク1乙0カz4z’εvar．　Sα碧6漉ガ，コブシ彪49770Z滋

ρ照6006ガS諮｝躍，ニワトコSαηZ伽0鰐　耀Cθ辮05α

Subsp．漉ろ0媚αηαなどがわずかにある程度で，草

本1蕾には，バイケイソウレセブπ！η〃7？gフπ7¢4〃70耀撹，

オオタチツボスミレτ々0盈んπSαη0α照，クルマパソ

ウ減S加γ認α　0ご／0耀盈，ケイタドリ1～のη言OZ6厩α

メ砂07z∫6αvar．1‘ε8ηθη廊，クサソテツ乃4α〃θz‘6磁

S〃7〃Z∫砂妙高，ジュウモンジシダ∫）0ら材ゴ6／耀祝

オ7砺6πη？，ヤマウコギ捌6認／Zθ706060醐乏ψガπ0躍Sな

どが生育するQ

　ヒメザゼンソウの葉および花の発達過程を観察す

るために，約3m×7mの調査区を設け（図2），

調査区内のヒメザゼンソウ8個体を対象に，それぞ

れ識別のために1～8の番号を付した。観察は2003

年4月15EIを開始日として5iヨ幽ごとに（一部4日

あるいは6E嘱となった日があった）行い，次のよ

うに全個体の葉と花の状況を記録した。
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図1．調査地の位置．欠印は調査地点を照す
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図3．ヒメサセソソウの東長の推移（2003鋤．○は

　　Ψ均殖，縦棒は標準偏差を示す（n慌8）

図2．調査区とヒメサセンソウ（2003年4月25ヒD

　葉の発達過程は個休ごとに，最初に展開した葉の

葉柄に細紐を伺けて識購して，葉長（地際から菓の

先端までの長さ），葉幅，葉柄長を葉の伸長が停止

する時期までメシャー（コンヘックス2m用）を

用いて計測した。また，菓の伸長停止後，個体内の

いすれかの葉に黄麹（園安として大きさ約2cm×

2cm以上で明らかに外傷や病気でないもの）が確

認された日を黄化開始日として個体ごとに記録した。

さらに，個体のすべての葉が螢化し萎旨していた日

を葉の枯死日として個体ごとに記録した。

　花の発達過程は，つぼみ（以下参照）を確認次第

5日目ことに記録した。サセソソウ属の花は両性花

であり，花被片4個と雌しべ1纏，雄しべ4個から

なる花が多数集まった肉穂花序を形成する（大橋

！982）。この花序は雌性先熟で雌1生期から両性期，

雄性期へと変化することから，本研究では花（花

序）の状態を次のように区分した。「つぼみ期」●仏

三三が地上に現れているが未開状態で，外から花序

が確認できない時期，「雌性期」’花序が確認できる

が雌しべのみの時期，「両性期」：花序に雌しべと雄

しべの混在する時期，「雄性期」：花序全体に雄しべ

のある時期，「果実移行期」：花粉を翻さなくなって

雄性機能が終了し果実へ移行する時期。なお，この

確認日にはたいてい仏炎苞はまた枯れていなかった。

結果および考察

　葉の発逗過程

　図3に葉の全長の推移を示す。調査を開始した4

月15日にはすでに，棒状に捲縮した葉は伸長し，そ

の後もゆるやかに伸長していた。これは，調査地が

高冷地であるだけでなく時期的にも気温が低いため

と考えられる。ほぼ完全な展葉を確認したのは8佃

体とも4月25日であった。以後も菓は伸長し続け，
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5月24日にその停止を確認した。結局，葉の伸長期

間は約401ヨ間であった。葉の全長は最大45．9Cm

（個体1），最小32．6Cm（個体7）で，平均は38．7

cm（n＝8）であった。展開した葉数は個体当たり

5～7枚で，平均は5．9枚（1F　8）であった。

　表！に葉の黄化から枯死までの観察結果を示す。

葉の黄化を碓慨したのは，最も早い個体（佃体3）

で6月9日，最も遅い個体（個体7）で6月24日で

あった（図4A）。また葉の枯死1ヨは，鍛も早い個

体（個体3）で6月29日，最も遅い側体（側体4，

5，8）で7月！3日であった。黄化開始から枯死ま

での期聞の日数は平均22．0日（n鑓8）であった。

展葉開始から葉の枯死までの期問を光合成期間とす

ると，それは75日問（個体3）から89El間（個体4，

5，8）で，平均83．5【三1（11＝8）であった。ザゼ

ンソウ属のシュート（茎の］毫端から形成される葉や

花）は茎に生ずる腋芽が仮軸分枝しながら伸長し，

この短い三軸が幾重にも繋がっているため連続的に

展葉することが知られているが（邑田1997），本研

究でも，葉の枯死前には次の新しい捲縮状の葉がす

でに地上に現れているのが観察された（図4B）。

　なお，調査を行った2003年の残雪が例年より多か

ったため，調査年の展葉開始期（4月中句頃）は例

年に比べやや遅いと考えられた。

　花の発達過程

　ヒメザゼソソウの花の発達過程を表2に示す。ヒ

表／．ヒメザゼンソウの葉の黄化と枯死の過程．網かけ部分は葉の黄化開始から柚死を確認した日までの期間を示す
　　（2003塗F）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒

個体番号葉数 6月91ヨ　6月14臼　6粥19日　6月24｝ヨ　6月291ヨ　7月3El　7月81ヨ　7月13EI　7∫ヨ18E1
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枯死

枯死
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表2．ヒメザゼンソウの花の発達過程．網かけ部分は一つの花序の花期を示す（2003年）．つぼみ：つぼみ期，♀：雌

　　性期，♀♂：ill百性期，♂：雄性期，果実：果実移行期，被食：動物による花序の被食（おそらく野ネズミによるも

　　のと考えられる）

1』幽11門番｝｝開花数花序番号　6月9日　61舞11i　6月19Li　6月24日　61．」29目　7月3日　7月8日　7月13目7月ISi、Ti　7越23レヨ　7月28L｛　81・｝2ゼ1　8月7「｛　8月ま2目
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メザゼンソウの開花は，葉の枯れ始める初夏から夏

にみられるとされるが（中村1988），本調査地の個

体群では，いずれも葉が緑色をした健全な状態で仏

純減が出現し（図4C），葉の枯死は花期の盛期と

なる6月下旬から7月中旬にかけてみられた。最初

の開花の確認は，最も早い個体（個体5）で6月9

騰，最も遅い個体（個体4，8）で6月29日であっ

た。以後，花序を複数つける側体は，花序ごとに時

期をずらしながら開花した。個体当たりの花序数は

最大3個（隠4D）で，平均2．13個（n＝8）であ

った。

　花序ごとにみた開花日数（つぼみあるいは雌性期

を確認した日から果実移行期と確認した日までの日

数）は1！日間（個体3の2番目の花序［以下，「花

序3－2」と表す1，花序5－2，花序7－3）か

ら26日間（花序1－2）で，平均16．鯛間（n＝15）

であった。また，複数の花序をもつ個体では，1番

厨の花序の開花（つぼみあるいは雌性期を確認した

日）から2番目の開花までの日数は20日間（個体

3）から36E｛問（個体5）で，平：均23．3日間（n＝

9）であった。これら同一個体内の花序の花期は互

いにほとんど重複することはなかった。個体当たり

の開花期間の日数（複数開花する個体では，1番目

の花序の開花を確認した日から，最後の花序の開花

の果実移行期を確認した屡までの日数）は，15日間

（個体4，8）から60日間（個体1）までと幅広く，

平均38．8日（F8）であった。なお，個体2と6

の1番目の花序はいずれも動物に捕食されたため

（おそらく，野ネズミによるものと考えられる），

開花には至らなかった。

　今回の観察から，ヒメザゼンソウの開花様式とし

ては2つあることがわかった。それらは，「雌性先

熟」という開花様式に加え，複数開花する場合は時

期をずらして約1～2ヶ月間にわたり1高ずつ開花

させるといったr順次咲く」開花様式（菊沢1995）

である。一方，ザゼンソウやナベクラザゼンソウが

複数開花する場合，個体中の花序には雌性期や雄性

期といった違いはあってもほぼ同時期に開花する。

この点でヒメザゼンソウは大きく異なっているとい

えるだろう。

　なお，今回，凹地等立地条件に伴う消雪時期の差

異による子葉開花の時期的な遅速はみられたが，調

査地一帯のヒメザゼンソウにみられる活魚開花のパ

ターンは，調査対象外の個体も同様の傾向を示して

いた。

おわりに

　飯綱高原のヒメザゼンソウは2003年，融雪直後の

4月上旬から中旬頃にかけて他の草本植物に先駆け

ていち早く葉を展開させていた。そして，7月中旬

までには葉が枯死したことから，いわゆる春植物の

ような特徴を示していた。しかし，葉は枯れても開

花は継続し，個体は休眠せずに初夏には新たな端唄

状の葉を地上に出現させていた。この捲縮葉の成長

は晩秋まで継続し，高さおよそ数cm地上からでた

状態で越冬する。また，ザゼンソウとナベクラザゼ

ンソウでは晩秋，翌春の仏三三がすでに地上に現れ

ているが，ヒメザゼンソウの三二苞は小さく葉の内

部に包まれる（大塚2003）。さらに，ヒメザゼソソ

ウの果実の成熟は翌年の葉の展開を待たなけれぽな

らないが，これは，初夏に葉が枯死し葉による光合

成ができないからである（堀田1969）。

　以上のように，ヒメザゼンソウは他のザゼンソウ

属と比べ葉の展開から枯死に至る経過や開花・結実

等に大きな違いがあり，その生態は特異であること

が示唆された。今後は繁殖様式を含め，ザゼンソウ

属全体の実態解明が課題となる。

引用文献

堀田　満（1969）植物地理にまつわるいろいろな問題

　　m。ミズバショウとザゼンソウ．1＞読〃ぞ　∫忽めノ

　　15：80－84．

菊沢喜八郎（1995）植物の繁殖生態学．蒼樹書房，東京．

邑田仁（／997）サトイモ科の多様性と分類．プランタ

　　53：逢一11．

中村一男（1988）ザゼンソウとヒメザゼンソウの一年

　　（生活史）．新潟県植物分布図集9：487－490．

大橋広好（1982）ザゼンソウ属．「日本野生植物1」（佐

　　竹義輔他編），！38．平凡社，東京．

大塚孝一（2002）日本産ザゼンソウ属の分布，特にナベ

　　クラザゼンソウについて．長野県自然保護研究所紀

　　要5：1－8．

大塚孝一（2003）ナベクラザゼンソウの葉形と根茎の位

　　置．長野県植物研究会誌36：21－24．

Otsuka，　K，　Watanabe，　R．＆lnoue，　K（2002）ANew

　　Species　of亀η砂Zooαゆ2ごs（Araceεe）from　Nagano

　　Prefecture，　Celltral　Japan，　7みθ　ノ1α〃ηごz♂　〔～プ

　ノ4／）α77θsθβo孟召勉y77：96－100　Tokyo．



図4．ヒメザゼンソウの葉と踊炎苞．A：葉（a）の枯死（2003年7月8日），　B：新葉（a）と2番目の開花（b）（同7月8日，　Aと同一個体），　C：仏炎苞

　（a）の出現（同6月14日目，D：1番目と2番目の開花後の当年の果実（a）と3番目開花の雄性期の花序（b）と仏炎苞（c）（同7月23日）
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